
 BALL TEST DATA  
【セールス資料】 
BALL NAME:  PHAZE Ⅲ  SE                                              2020 年 4 月 9 日 
COLOR：Sapphire / Obsidian / Orchid 
COVER STOCK:  NRG ™ SOLID REACTIVE                   レイアウト例 
RG：2.48(MED/15P） ⊿RG:0.051 (HIGH/15P）        PHAZE Ⅲ         PHAZE Ⅲ SE 
FACTORY FINISH:1500-Grit Polish       
TRACK FLARE POTENTIAL：5 -6”(HIGH)       4                4  
BACK END:18 LENGTH：16（1-20）                             AP                   AP 
 O  LONG                                              CG   BH             CG 
  I  MEDIUM                                                  5.1/8                   
  L  SHORT                            MB41/2             MB4 
               Light   Medium  Heavy                                  
          適正レーンコンディショングラフ            CA52.5 度/PSA2        CA52.5 度/PSA2 
   【MEDIUM  OIL 編】                   ﾌﾚｱｰ幅 最大 6 3/4・間隔 1/8  最大 6 3/4・間隔 1/4 
 
  60Unit OVER              20Unit Over 
                                                 10Unit             
   
   
   
 
0F                       15F                   35F                40F 
  比較品ライン        PHAZE Ⅲ SE          PHAZE Ⅲ     
  【レーン状況】 アンボイでのドレッシングに手前にスプレーオイルを増量して 

います。バックエンドﾞはクリーン状態でメンテ仕立てのレーンです。 
 【製品比較表】 
   曲がり度 1  2  3  4  5  曲がり方  ｱｰｸ 1  2 3  4  5 ｼｬｰﾌﾟ  
    スキッド １ 2  3  4  5  ｵｲﾙの強さ  1  2  3  4  5  
   ﾋﾟﾝｱｸｼｮﾝ 1  2  3  4  5    テスト品 ○  比較品               

＊上記の数字は、1 側が少ない(短い・弱い) 5 側が強い(大きい・長い)   
 【ボール総合評価】 
    PHAZE Ⅲ SE はオイルに強いナノ素材を添加した NRG の SOLID カバーですが、表面加工を 
    ポリッシュする事で軌道には安定性能が発揮され、少しオイルの少ない状況で荒れているレーン 

では抜群の効果を発揮いたします。滑る感じが少ないのでブレークポイントも一定する印象ですね。 
【ここがポイント】 
       ベロシティコア搭載 PHAZE でいつもテストして感じる事は、レーン手前から中盤 

までの軸移動（ﾌﾚｱﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ）が大きいのに安定性が抜群に感じ、コア比重もそれに 
対応すべく一定の間隔で起上りを見せます。これはボウラーにとって色々なレーン 

       コンディションで対応し易く使える幅が広いのです。更にオイルに強い素材をポリ 
ッシュする場合、ドライ部分での過敏な反応も無いのでバックエンドコントロール 
も容易です。センターコンデション向きのボールに仕上がっていると感じました。 
もちろんピン飛びも素晴らしかったです。 

発売予定：2020 年 9 月中旬  希望小売価格￥49,000 円（税別） 
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